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審 査 結 果 の 要 旨 

本研究は、肝癌抑制効果が報告されているフィトケミカルであるシリマリンの肝発癌抑

制効果、および肝癌治療効果を、Diethylnitrosamine（DEN）を用いた実験的肝発癌ラット

モデルを使用し、検証したものである。シリマリンの抗腫瘍効果は、肝腫瘍数の肉眼所見、

免疫組織化学染色、ウェスタンブロット法によって評価された。重度肝細胞癌モデルを用

いた肝発癌効果の検討では、0.1%および0.5%のシリマリン投与によって明らかな肝発癌抑

制は認めなかった。軽度肝細胞癌でシリマリンの肝癌治療効果を検討したが、シリマリン

投与により明らかな治療効果を認めなかった。 

本論文の内容は、従来報告されているようなシリマリンの肝癌抑制効果がないことを明

らかにし、肝発癌予防および治療の面で、学術水準を高めたものと認める。 
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